
貧
弱
な
も
の
で
あ
る
。
練
習

人
が
多
く
て
職
場
が
ギ
ス
ギ

試
合
等
は
自
己
負
担
、
時
間

ス
し
て
い
ま
す
。
休
み
を
あ

職
場
で
は
依
然
と
し
て
超

管
理
職
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
の
改

外
労
働
は
当
然
の
こ
と
と
な

げ
る
事
と
業
務
を
減
ら
す
事

勤
状
態
が
続
き
、
し
か
も
増

定
で
対
応
す
る
」
と
し
て
そ

っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
労
働

こ
ち
ら
が
で
き
な
い
の
で
あ

加
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

の
意
気
込
み
を
示
し
て
い
ま

者
で
は
な
く
、
単
な
る
奉
仕

れ
ば
、
そ
れ
に
見
合
う
だ
け

に
な
り
ま
し
た
。

し
た
が
、
皮
肉
に
も
「
マ
ニ

高
教
組
は
県
教
委
交
渉
に

ど
れ
も
貴
重
な
意
見
で
す

者
に
な
っ
て
い
る
。
（
諫
早
支

の
お
金
を
出
し
て
あ
げ
て
く

県
教
委
の
資
料
に
基
づ
く

ュ
ア
ル
」
が
有
効
な
も
の
と

職
場
の
実
態
を
伝
え
る
た
め

が
、
ま
ず
「
部
活
動
」
に
関

部
・
４
０
歳
代
・
男
）

だ
さ
い
。（
島
原
支
部
・
４
０
歳

「
超
勤
が
月
１
０
０
時
間
超

な
っ
て
い
な
い
こ
と
を
示
し

「
超
過
勤
務
縮
減
の
た
め
の

わ
る
意
見
・
要
望
を
紹
介

▼
土
、
日
、
祝
祭
日
等
に
お

代
・
女
）

の
職
員
に
つ
い
て
の
集
計
資

て
い
ま
す
。

教
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
」
（
７

（
一
部
）
し
ま
す
。

け
る
部
活
動
や
対
外
試
合
等

▼
部
活
動
遠
征
額
を
増
加
し

料
」
（
左
表
）
に
よ
る
と
、

長
時
間
過
密
労
働
を
抜
本

～
１
０
月
）
に
と
り
く
み
ま

○

で
か
な
り
時
間
を
費
や
し
て

て
ほ
し
い
。
数
学
コ
ン
ク
ー

４
月
～
７
月
、
県
立
学
校
職

的
に
是
正
さ
せ
る
こ
と
が
い

し
た
。
自
由
記
述
欄
に
は
様

▼
部
活
動
指
導
は
重
要
な
業

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
手
当

ル
が
よ
い
例
だ
が
、
「
教
育
の

員
延
べ
１
９
５
３
人
（
１
２

っ
そ
う
重
要
に
な
っ
て
い
ま

々
な
意
見
や
要
望
が
寄
せ
ら

務
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ

が
時
間
あ
た
り
１
２
０
０
円

た
め
」
と
い
う
大
義
名
分
を

・
４
％
）
が
正
規
時
間
に
加

す
。

れ
ま
し
た
。

に
対
す
る
手
当
や
旅
費
等
は

し
か
も
４
時
間
以
上
な
ど
と

ふ
り
か
ざ
し
て
教
職
員
を
簡

え
月
１
０
０
時
間
を
超
え
る

い
う
の
は
あ
ま
り

単
に
動
員
し
て
休
日
に
も
働

勤
務
に
就
い
て
い
ま
す
。

に
も
お
か
し
い
。

か
せ
る
の
は
お
か
し
い
。
本

こ
の
実
態
は
、
昨
年
度
の

（
長
崎
支
部
・
５
０

当
に
実
施
し
た
い
の
な
ら
ば
、

確
定
交
渉
時
に
、
県
教
委
は

歳
代
・
男
）

県
の
幹
部
、
校
長
等
が
係
員

「
業
務
の
縮
減
に
つ
い
て
『

▼
部
活
動
手
当
を

に
な
っ
て
行
う
べ
き
だ
。
（
対

増
額
し
て
あ
げ
て

馬
支
部
・
３
０
歳
代
・
男
）

く
だ
さ
い
。
男
性

▼
部
活
動
の
対
外
試
合
（
県
、

が
多
い
職
場
で
、

九
州
、
全
国
）
の
引
率
に
対

男
の
先
生
方
の
戦

す
る
旅
費
に
つ
い
て
、
例
え

士
ぶ
り
に
大
丈
夫

ば
、
顧
問
３
名
が
い
て
引
率

だ
ろ
う
か
？
と
心

す
る
場
合
、
２
名
分
し
か
出

配
に
な
り
ま
す
。

な
い
な
ど
、
民
間
の
企
業
か

高
教
組
書
記
局
に
１
１
月

れ
て
い
ま
し
た
。
高
教
組
復

職
場
の
仲
間
は
家

ら
し
た
ら
考
え
ら
れ
な
い
対

１
日
、
口
加
高
分
会
か
ら
嬉

帰
を
全
体
で
歓
迎
し
ま
す
。

族
同
様
（
以
上
）

応
を
取
っ
て
い
る
の
が
現
状

し
い
加
入
届
が
届
き
ま
し

力
を
合
わ
せ
て
要
求
実
現

な
の
で
、
体
調
面

で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
現
状

た
。

に
向
け
て
と
り
く
ん
で
い
き

で
声
か
け
ぐ
ら
い

を
県
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考

加
入
届
に
は
「
若
い
こ
ろ

ま
し
ょ
う
。
こ
う
し
た
動
き

し
か
で
き
ま
せ
ん

え
て
い
る
の
か
を
聞
い
て
み

組
合
員
で
し
た
。（
中
略
）。

を
す
べ
て
の
職
場
で
隣
の
人

が
、
気
遣
い
を
し

た
い
。
対
外
試
合
の
旅
費
が

そ
れ
ま
で
組
合
員
の
方
々
に

に
伝
え
ま
し
ょ
う
。

て
い
ま
す
。
忙
し

出
な
い
試
合
も
あ
り
ま
す
。（
大

支
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
気

◇

す
ぎ
て
、
周
り
の

村
支
部
・
４
０
歳
代
・
男
）

づ
き
ま
し
た
。微
力
で
す
が
、

今
年
度
の
加
入
者
は
こ
れ

人
の
気
遣
い
、
声

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

で
５
５
人
（
新
規
１
０
人
、

か
け
が
で
き
な
い

（
以
下
次
号
に

続
く

）

と
す
る
思
い
が
丁
寧
に
記
さ

再
任
用
等
４
５
人
）。
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【超勤が月 100 時間超の職員についての集計結果】
注・①県教委資料より高教組作成。

② 2011年度の 8～ 11月の資料は未集計です。

③該当者数は４ヶ月の延べ人数、割合は％。

４～７月 ２００９年度 ２０１０年度 ２０１１年度

該当者数(割合) 該当者数(割合) 該当者数(割合)

全体計 1,752(10.7) 1,871(11.6) 1,953(12.4)
全日制普通 1,301(21.0) 1,382(23.0) 1,372(23.9)
全日制実業 295(9.0） 339(10.1) 397(12.1)
全日制総合 151(8.8） 146(9.1） 181(12.0)
特別支援 1(0.0） 1(0.0） 2(0.0）
定･通制 4(0.4） 3(0.3） 1(0.1）

８～１１月 ２００９年度 ２０１０年度

全体計 1,449(8.9） 1,480（9.2）
全日制普通 1,135(18.4) 1,128(18.8)
全日制実業 237(7.2） 251(7.5）
全日制総合 77(4.5） 101(6.3）
特別支援 0(0.0） 0(0.0）
定･通制 0(0.0） 0(0.0）
２～３月 ２００９年度 ２０１０年度

全体計 1071(6.5） 1093(6.9）
全日制普通 914(14.7) 916(15.5)
全日制実業 104(3.1） 132(4.0）
全日制総合 52(3.0） 44(2.8）
特別支援 1(0.0） 1(0.0）
定･通制 0(0.0） 0(0.0）
年間集計 ２００９年度 ２０１０年度

全体計 4,272(8.7） 4,444(9.3）
全日制普通 3,350(18.1) 3,426(19.1)

全
日
制
普
通
校
で
は
５
人
に
１
人
以
上

「
休
み
を
与
え
て
く
だ
さ
い
」

□
「
部
活
動
」
に
関
す
る
意
見

１

■ 書記局から ■

教員採用試験の結果が

10月 7日に出た。

合格の報とともに、

礼を記した手紙が書記局に寄せ

られた。そのうちの一つから。

○

「二次試験前の対策学習会で

は、大変お世話になりました。

お陰様で、二次試験に合格する

ことができました。本当にあり

がとうございます。

特に模擬授業の指導を受けた

後、自分の勤める高校の先生方

にも見てもらい指導をして頂い

たことが、本番でも生きました。

学習会に参加していなければ、

練習を充分せずに本番に挑んで

いたかと思うと、本当に感謝の

気持ちでいっぱいです。また、

小論文や面接の指導も大変的確

で、試験前にしっかりと対策を

立てることができました。

アンケートは、来年度受験さ

れる先生方のためにお役立て頂

ければ幸いです。今後ともよろ

しくお願い致します。」

○

高教組のサポートだけでなく

同僚がお手伝いをすることが何

とも嬉しい。そして、礼状を寄

こした氏が、次の受験者を支援

しようとする気持ちも実に嬉し

い。今後ともサポートを続ける

ことを私たちも約束する。

業
務
の
縮
減
は

「
管
理
職
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
対
応
だ
け
で
は
で
き
な
い

「
組
合
員
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
い
た
」

５
５
人
目
の

加
入
は

口
加
分
会
か
ら

月１００時間超の超勤者 増加続く

本年4～7月 延べ1953人(12.4％)
県教委資料でも明らかに

(昭和35年8月11日第三種郵便物認可）毎月1日、15日発行長 崎 高 教 組 新 聞

高教組メールアドレス

info@nagasaki
-kokyoso.org

(１) 第１５０６号 ２０１１年１１月１日（火）

発 行
〒850-0013 長崎市中川２丁目２番５号
長崎高教組会館 長崎県高等学校教職員組合
5 (095)-827-5882
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編集責任者 平 井 秀 治
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高
教
組
は
、県
教
委
の｢

長

用
し
て
、
英
語
で
長
崎
県
の

を
図
る
と
説
明
さ
れ
て
い
ま

崎
県
を
英
語
で
語
る
高
校
生

紹
介
が
で
き
る
生
徒
の
育
成

す
。

育
成
事
業｣

の
一
環
で
発
行

さ
れ
た
英
語
教
材
の
活
用
は

強
制
で
は
な
く
各
学
校
の
判

断
で
行
う
と
い
う
こ
と
を
確

こ
の
英
語
教
材
の
活
用
に

ば
問
題
だ
と
指
摘
し
、
事
実

認
し
ま
し
た
。

関
わ
っ
て
、
要
望
が
高
教
組

関
係
の
確
認
を
求
め
ま
し

県
教
委
は
、｢

社
会
の
変

に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

た
。

化
や
国
際
化
に
対
応
し
た
教

「
１
０
月
２
１
日
に
行
わ

こ
れ
に
対
し
て
高
校
教
育

育
の
推
進｣

を
掲
げ
て
ジ
ュ

れ
た
県
英
連
の
大
会
で
、
高

課
は
、
１
１
月
１
日
に｢

教

ニ
ア
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・

校
教
育
課
の
指
導
主
事
か

材
を
作
っ
た
の
で
使
っ
て
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
な
ど
、
い

ら
、
各
学
校
で
必
ず
使
わ
な

ら
え
な
い
か
と
い
う
意
味
で

く
つ
か
の
事
業
を
展
開
し
て

け
れ
ば
い
け
な
い
よ
う
な
説

話
を
し
た
。
活
用
を
強
制
す

い
ま
す
が
、
新
規
事
業
と
し

明
が
さ
れ
て
い
る
と
い
う
話

る
も
の
で
は
な
い｣

と
回
答

て
、｢

長
崎
県
を
英
語
で
語

が
あ
る
。
確
認
し
て
欲
し

し
ま
し
た
。

る
高
校
生
育
成
事
業｣

を
今

い
。」

ま
た
、
県
英
連
の
大
会
で

年
度
か
ら
３
年
間
実
施
す
る

そ
こ
で
高
教
組
は
、
高
校

配
付
さ
れ
た
文
書
に
記
載
さ

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

教
育
課
に
連
絡
し
、
ど
の
よ

れ
て
い
た｢

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

こ
の
事
業
は
、
長
崎
県
を

う
な
教
材
を
使
う
か
は
各
学

テ
ス
ト｣

に
つ
い
て
も
、｢

報

紹
介
す
る
英
語
教
材
を
、
全

校
で
判
断
す
る
も
の
で
あ

告
し
て
も
ら
う
の
は
実
施
し

答
と
実
際
の
動
向
と
が
異
な

て
の
公
立
高
校
の
１
年
生
に

り
、
必
ず
使
う
よ
う
に
と
い

た
学
校
だ
け｣

と
回
答
し
て

る
場
合
は
、
高
教
組
に
連
絡

配
布
し
、
そ
の
教
材
を
活

う
説
明
を
し
た
の
で
あ
れ

い
ま
す
。

県
教
委
の
こ
う
し
た
回

を
お
願
い
し
ま
す
。

に
お
い
て
、
「
こ
ど
も
の
権

備
な
ど
の
改
善
要
望
を
出
し

参
加
民
主
主
義
と
協
議
民
主

退
職
者
を
中
心
に
結
成
さ

利
条
約
」
に
う
た
わ
れ
た
子

合
い
、
よ
り
良
い
教
育
に
す

主
義
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

れ
て
い
る
高
退
教
の
県
南
支

ど
も
の
意
見
表
明
権
や
父
母

る
た
め
に
授
業
改
善
要
望
や

生
徒
た
ち
は
自
分
た
ち
の

部
は
、
１
１
月
１
日
、
高

の
教
育
権
を
尊
重
す
る
精
神

教
育
課
程
の
改
善
要
望
な
ど

要
求
を
主
張
し
て
、
校
則
な

教
組
会
館
で
恒
例
の
観
月
会

か
ら
、
「
参
加
と
共
同
の
学

を
出
し
合
い
、
校
則
の
改
善

ど
を
改
善
し
て
い
き
ま
す

（
参
加
１
８
人
）
を
開
催
し

従
来
型
の
学
校
運
営
は
、

①
校
長
権
限
の
強
化
と
職

校
づ
く
り
」
が
重
要
に
な
っ

要
望
を
出
し
合
い
話
し
合
っ

が
、
そ
こ
に
は
責
任
が
生
ま

ま
し
た
。

教
職
員
の
協
議
と
合
意
に
よ

員
会
議
の
形
骸
化
、
②
学
校

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
「
自
分

当
夜
は
、
６
日
月
で
あ
っ

っ
て
す
す
ら
れ
て
き
ま
し

評
価
制
度
・
教
職
員
評
価
制

「
参
加
と
共
同
の
学
校
づ

話
し
合
わ
れ
た

た
ち
が
要
求
し
て
つ
く
っ
た

た
た
め
、
室
内
に
満
月
の
絵

た
。
し
か
し
、
現
在
の
学
校

度
に
よ
る
悪
影
響
、
③
形
骸

く
り
」
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
形

結
果
、
合
意
で
き

ル
ー
ル
は
自
分
た
ち
で
守
っ

で
こ
れ
を
補
い
、
雰
囲
気

運
営
に
は
問
題
点
は
な
い
の

化
す
る
生
徒
会
活
動
、
④
開

態
が
あ
り
ま
す
。
「
三
者
協

た
場
合
は
実
施
さ

て
い
く
」
と
い
う
権
利
と
責

満
点
。会
員
の
健
康
を
祝
し
、

で
し
ょ
う
か
。

か
れ
て
い
な
い
学
校
に
対
す

議
会
」
や
「
三
者
懇
談
会
」

れ
て
学
校
改
善
に

任
の
自
覚
で
す
。

交
わ
し
た
一
杯

、
一
杯
は

る
父
母
の
不
満
急
増
、
⑤
多

な
ど
に
よ
る
参
加
と
共
同
の

結
び
つ
い
て
い
き

こ
れ
ら
の
参
加
と
共
同
の

元
気
の
素
と
な
っ
て
い
き
ま

忙
化
す
る
職
場
、
⑥
職
場
の

学
校
づ
く
り
で
は
、
学
校
に

ま
す
。
ま
た
、

学
校
づ
く
り
の
到
達
点
を
お

し
た
。

自
主
的
研
修
の
激
減
と
い
っ

関
わ
っ
て
い
る
生
徒
・
父
母

「
三
者
協
議
会
」

さ
え
、
新
し
い
「
学
校
づ
く

交
流
会
の
前
に
は
「
太
平

た
こ
と
が
問
題
点
と
し
て

・
教
職
員
が
一
堂
に
会
し
、

な
ど
の
と
り
く

り
」
論
を
展
開
し
ま
し
ょ

洋
戦
争
の
攻
防
」
（
講
師
・

考
え
ら
れ
ま
す
。

学
校
を
よ
り
安
全
で
快
適
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シンヤ ひとり旅（Ⅳ）
in オーストラリア

私はネパールからインドに戻り、首都デリーからトルコのイスタン

ブールに飛ぶ予定でしたが、残念ながら旅の資金不足でこれ以上予定

通りの継続は難しくなりました。

しかし出発するまでに数年をかけたこの旅を、このまま終わらせて

しまうのは、志半ばという気がしました。そこで急遽オーストラリア

に飛び資金を稼ぐことにしました。そして今は、西のパースという町

のはずれにある冷凍食品の工場で働いています。

自由な暮らしとは程遠い感じ
オーストラリアは日本よりも物価も賃金も高く、町も清潔で、まさ

に先進国という感じがします。途上国、それもインドから来た私はそ

の環境に慣れるまでしばらくかかりました。先進国に着いた途端、旅

が突然終わってしまい心に穴が開いたような気がして、活動や思考回

路がストップしてしまったのです。

先進国に来て、改めて何が自由なのか、何が良いことで何がそうで

ないことなのか考えさせられます。清潔な環境を守る為の過剰なルー

ル、サービス。違和感を感じるほど整った住宅街の一軒に住込み、ガ

チガチに決められた家の決まり事を守りながら、物音をあまりたてな

いようにして 10 人弱の労働者が暮らしています。消費物に対しての選

択肢は途上国の何百倍もありますが、何だか自由な暮らしとは程遠い

ように感じます。

インドのコルカタで２年近く旅をしている日本人の方がこんなこと

を言っていました。

「善悪の判断は、多くの人間が宗教や法律に委ねている。女性が肌を

見せてはいけない国があったり、大麻が合法の国もある。僕ら日本人

はどちらかというと法律に任せているんだろうけど、法律なんて国境

を越えれば変わるし、時代や国の都合で変わっていくもの。でも僕ら

が国を移動したからと言って、ころころと善悪の基準をその国に合わ

せるのはおかしい。だから面倒だけどひとつひとつ自分で価値判断の

基準をつくっていかなければならないんじゃないかなって思うよ」。

私は周囲に流されやすいタイプなので、全く違う文化に触れて多少

混乱しています。これから先オーストラリア文化を自分なりに消化し

てから、なんとか自分の糧にしていきたいと思っています。（続く）

（注）シンヤさんは２０代の元高校教師
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